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第 224 回 九段小学校の二宮金次郎像とコロンビア大使館のシモン・ボリバル像 

         筆者：林 久治（記載：2023 年 3月 1 日） 

（１）前書き 

私（筆者の林）は Random Walks （乱歩）という題名で偏屈老人（林久治）の気侭
な紀行文のサイトを始めている。私の紀行文では、通常の紀行文にはない、斜め目
線からのご紹介を書くことに拘りたいと思います。通常の紀行文に関しては、既に
優れたサイトが沢山ありますので、それらをも引用しつつ、ユニークなご紹介 

を記載することに心掛ける所存です。 

一方、私は日本の銅像探偵団（１）のサイト/）の銅像探索に参加している。私は
珍しい銅像を探して、探偵団の団長さんに「ギャフン！」と仰っていただけること
を目標としている。ここで「珍しい」とは、「➀見つけ難い場所に隠れている有名
人の銅像。②市井で頑張って人生を過ごしたが、有名人ではない人物の銅像」と言
う意味である。私は自宅が東京にあり、孫達が大阪にいるので、主として東京近郊
と近畿地方で銅像探索を行っている。最近、私はネット記事を丹念に調査し、その
ような「スクープ銅像」の候補を多数見つけている。 

武漢肺炎による自粛生活で家に籠っていると、運動不足で体重が増加するし、精

神的にも圧迫を感じる。私の銅像探索は不要不急の活動ではなく、私の生存に必要

不可欠である。昨年の 7月は、第 7波と猛暑のため、私は銅像探索をしばらく自粛

していた。しかし、大阪在住の３人の孫達は夏休み前に感染したが軽症であった。

そこで、私は９月初旬に大阪に行き、近畿の銅像を探索した。東京に帰ってから

も、運動を兼ねて銅像探索を続けている。私の銅像探索記の全ては、２）のサイト

/fから閲覧出来ます。 

2月 24日に、私は東京にある安達学園の姉妹校を巡回し、４基の安達建之助像を

探索し、前回の記事/fにその探索記を書いた。その際、東京ビジュアルアーツの近

所に東郷公園（正式名称：東郷元帥記念公園）があった。本園に隣接して九段小学

校があり、そこに古風ゆかしい二宮金次郎像があった。私は、2月 25日に、目黒区

にある「林試の森公園」に河津桜を見に行った。そのついでに、目黒駅前にあるコ

ロンビア大使館のシモン・ボリバル像も探索した。九段小学校の二宮像は１）のサ

イト/には収録されていないが、ボリバル像は収録されている。しかし、ボリバル像

の基本情報が収録されていないので、本像を探索した次第である。本稿は両像の探

索記である。なお、私の意見などを青文字で、資料の内容などを緑文字で記載す

る。 

 

（２）九段小学校の二宮金次郎像 

 九段小学校と東郷公園の周辺地図を、次ページの図１上に示す。2月 24日、私は

東京ビジュアルアーツで安達建之助像を探索した後、次の銅像探索地に歩いて向か

っていた。本校から少し歩いた所に、割合大きな公園があり、子供達が沢山遊んで

いた。公園名を見ると、何んと「東郷元帥記念公園」とあった。仰々しい名前であ

ったが、東郷元帥の銅像などはなく、全く普通の公園であった。ちょっと変わった

施設があったので、その写真を図１下に示す。本園の地下には、震災対策用の給水

施設があるらしい。 

（本文は、３ページに続く。） 

https://douzou.guidebook.jp/
http://masaniwa.web.fc2.com/Ranpo.pdf
http://masaniwa.web.fc2.com/Ranpo.pdf
http://masaniwa.web.fc2.com/RW-223.pdf
https://douzou.guidebook.jp/
https://douzou.guidebook.jp/
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図１．上：九段小学校と東郷公園の周辺地図、本図は、１）のサイト/より借用。 

下：東郷公園の震災対策用施設。 

東郷公園 

九段小学校 

https://douzou.guidebook.jp/


 

3 

 

 自宅に帰って、東郷公園の来歴を調べてみると、次の事が分かった。 

① ウィキペディアによれば、東郷元帥の略歴は次の通りである。 

東郷 平八郎（1848 年 1 月 27 日 - 1934 年 5 月 30 日）は、、薩摩国鹿児島城下に、薩摩藩

士・東郷実友の四男として生まれる。明治時代の日本海軍の指揮官として日清及び日露戦

争の勝利に大きく貢献し、日本の国際的地位を「五大国」の一員とするまでに引き上げた

一人。日露戦争においては、連合艦隊を率いて日本海海戦で当時世界屈指の戦力を誇った

ロシア帝国海軍バルチック艦隊を一方的に破って世界の注目を集め、その名を広く知られ

ることとなった。1913 年 4 月には元帥府に列せられた。元帥の国葬は、1934 年 6 月 5 日に

執り行われ、各国海軍の儀礼艦が訪日した。 

② ３）のサイト/lは、東郷公園の写真を多数掲載し、次のような説明をしている。 

日露戦争の日本海海戦で、ロシアのバルチック艦隊を破った東郷平八郎の邸宅跡。東郷は

明治 14(1881)年から昭和 9(1934)年に没するまでの約 53 年間、この地に住んでいた。昭和

13(1938)年に公園として整備され、園内には東郷邸にあったライオン像や力石が残されて

いる。公園に続く道路に「東郷通り」の名称も残る。 

 

図２．二宮金次郎像 

http://yshisotricalplace.web.fc2.com/historical_place/park_of_heihachiro_togo/index.html
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 東郷公園の一角に、１基の銅像があった。近づいて撮影した写真を図２に示す。

古い二宮金次郎像のようであるが、作品は非常に丁寧であった。「本園に二宮像が

るのかなあ？」と思って、台座を見ると「第二十四回卒業生寄贈」とあった。その

写真を図３上に示す。本園に隣接して小学校があったので、私は「本像はこの学校

の敷地にある」と判断した。 

 そこで、小学校を見に行くと、古風な立派な建物であった。その写真を図３下に

示す。本校舎には、「近代化産業遺産・九段小学校」の標識が貼付されていた。そ

の写真を次ページの図４に示す。それを見て、私は次のように推測した。 

本校舎は戦前の建物で、東京空襲にも燃えずに残ったのであろう。二宮像も戦前に制作さ

れたのであろう。 

 二宮像は全国的に極めて多数設置されていて、粗悪な造りのものが殆どである。

従って、私は１）のサイト/に、二宮像を投稿して来なかった。しかし、当地の二宮

像は造りがとても丁寧で、産業遺産の学校に設置されている。私は、それ故、例外

的に本像を１）のサイト/に投稿することとした。 

 

 

図３．上：二宮像の台座の文字、下：九段小学校の校舎。 

https://douzou.guidebook.jp/
https://douzou.guidebook.jp/
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 自宅に帰って、九段小学校の来歴を調べてみると、ウィキペディアに次の事項が

記載されていた。 

千代田区立九段小学校（東京都千代田区三番町 16）の沿革は次の通りである。 

1903 年 3 月 3 日：東京市上六尋常小学校認可を受ける。 

1903 年 9 月 11 日：校舎落成し、仮授業を開始。この時点の学級数 7、児童数 259 名。 

1923 年 9 月 1 日：12 時頃に発生した関東大震災により、校舎が全焼する。 

1926 年 12 月 5 日：現在の鉄筋コンクリート建築の新校舎竣工し、落成式挙行。 

1934 年 7 月 31 日：東京市東郷尋常小学校と改称。 

1947 年 3 月 29 日：学制改革により、東京都千代田区立九段小学校と改称。 

2003 年 6 月 3 日：千代田区「景観まちづくり重要物件」に指定。 

2009 年 2 月 23 日：本校校舎が、経済産業省「近代化産業遺産」に認定される。 

なお、本校の紹介は、４）のサイト/lや５）のサイトが優れている。 

 従って、本校校舎は大正時代の風情を残している。それにしても、関東大震災の

僅か３年後にかくも立派な建物を建築しえたのは、驚異的である。次の疑問点は、

「第二十四回卒業生とは何年の卒業か？」という事であった。６）のサイト/lに、

次のように書かれていた。 

第 36 回生 1944 年卒の久慈（旧石坂）澄子です。 

 そうすると、「第二十四回卒業生は 1932年卒」と思われる。以上の資料などによ

り、本校の二宮像の概要は次の通りである。 

二宮金次郎立像 

設置場所：東京都千代田区三番町 16 千代田区立九段小学校校舎前 

制作者：不明、設置時期：不明 

寄贈者：第二十四回卒業生 

図４． 

九段小学校の校舎に貼付された

標識 

https://chiyoda.main.jp/seisiga/kobetsu/kudansyo.html
http://www.kudansho-dosokai.net/homeOTAYORI/index.html
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設置経緯：九段小学校は、1903 年 3 月 3 日に東京市上六尋常小学校の認可を受ける。1923

年 9 月 1 日の関東大震災により、校舎が全焼する。1926 年 12 月 5 日、現在の鉄筋コンクリ

ート建築の新校舎竣工。2009 年 2 月 23 日、本校校舎が経済産業省「近代化産業遺産」に認

定される。なお、「本校の第 36 回卒業生が 1944 年卒」との記事があるので、第 24 回卒業

生は 1932 年卒であろう。 

 

（３）コロンビア大使館のシモン・ボリバル像 

 私は、2月 25日に林試の森公園に河津桜を見に行った。その帰りに、目黒駅前に

あるコロンビア大使館のシモン・ボリバル像を探索した。本像は、１）のサイト/に

収録されているが、その基本情報が記載されていなかったので、探索した次第であ

る。図５に、本大使館の周辺地図を示す。 

 

 

図５．コロンビア大使館の周辺地図、本図は、１）のサイト/より借用。 

 

 本大使館の正門前に１基の胸像が設置されていた。その写真を次ページの図 6上

に示す。本像は正門の外にあったので、撮影は自由であった。図６下左にはシモ

ン・ボリバル像を、図６下右には本像台座正面の銘文を示す。 

 シモン・ボリバルは南米では超有名人である。ウィキペディアには、彼の経歴が

詳しく記載されている。本稿では、その簡潔な要約のみを以下に示す。 

シモン・ボリバル (Simón Bolívar)として知られるシモン・ホセ・アントニオ・デ・ラ・

サンティシマ・トリニダード・ボリバル・パラシオス・ポンテ・イ・ブランコ（Simón 

José Antonio de la Santísima Trinidad Bolívar Palacios Ponte y Blanco、1783 年 7

月 24 日 - 1830 年 12 月 17 日）は、南米大陸のアンデス 5 ヵ国をスペインから独立に導

き、統一したコロンビア共和国を打ちたてようとした革命家、軍人、政治家、思想家であ

る。ベネズエラのカラカスに南米大陸屈指の名家の男子として生まれたが、早いうちに妻

を亡くしたことがきっかけとなって、その後の生涯をラテンアメリカの人々の解放と統一

に捧げた。このため、ラテンアメリカでは「解放者」 (El Libertador) とも呼ばれる。 

（本文は、８ページに続く。） 

https://douzou.guidebook.jp/
https://douzou.guidebook.jp/


 

7 

 

 

 

図６．上：コロンビア大使館の正門、下左：シモン・ボリバル像、下右：本像台座

正面の銘文。 
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 以上の資料などにより、ボリバル像の概要は次の通りである。 

シモン・ボリバル胸像 

設置場所：東京都品川区上大崎 3－10-54 コロンビア大使館正門前 

制作者：不明 

設置時期：1982 年 7 月 20 日 

寄贈者：コロンビア国立コーヒー生産者連合会 

設置経緯：本像台座の碑文は以下の通りです。 

私の死が 派閥抗争を終わらせ 統一達成に 貢献出来るならば 私は心安らかに 墓の

もとに 眠るだろう  

シモン・ボリバル 1783-1830 

コロンビア国立コーヒー生産者連合会 昭和 57 年 7 月 20 日 東京 

 

 

（４）林試の森公園の河津桜 

 

図７．林試の森公園の周辺地図、本図は、１）のサイト/より借用。 

https://douzou.guidebook.jp/
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私の家内は全くのミーハーで、毎年 2月には「河津町に行って桜を見たい」と

か、３月には「三春の滝桜を見に行きたい」とおっしゃります。私は人混みに出か

けるのが苦手で、特に近年はコロナ禍のせいで人混みを避けている。今年も、家内

が自宅付近のジョギングをしている公園で河津桜が 2-3本咲いていたので、又「河

津町に行きたい」と言い出した。一方、私は銅像探索の過程で「林試の森公園の河

津桜が都内と思えないくらい素晴らしい」との情報を得ていたので、2月 25日に家

内と林試の森公園に行った。丁度満開で、家内には満足していただけたと期待した

が、「思った程は本数が少ない」と不満を言われた。 

本稿には少し容量が残っているので、以下に林試の森公園の河津桜を簡潔に紹介

する。本園の周辺地図を図７に示す。最寄り駅は東急目黒線の武蔵小山駅である。

本駅付近の道路は、昔の農道に沿って住宅が密集している。従って、本駅から公園

までの見通しは非常に悪かった。 

帰り道に、家内が駅前に「林試の森公園」への道標が立っていることを発見した

が、それは人目につかない所にあった。そのため、私共が本駅に初めて降り立った

時には、本道標を見逃してしまい、あらぬ方向に歩いて行ってしまった。そのた

め、随分と回り道をしてしまった。正しくは、図７の赤い矢印の路地を行けば、駅

から歩いて 10分くらいで公園に到着すくことが出来る。 

本公園は大変広大であり、河津桜は公園中にどこでも植わっているわけではな

い。ある所は限定されているので、その場所を予め調べておく必要がある。私は、

7）のサイト/でその場所を突き止めていた。その場所を図８に示す。 

 

 

図８．河津桜のある場所、本図は、7）のサイト/より借用。①：「林業研究 発祥

の地」という石碑。 

  

①  

http://musakoyoga.com/blog_190305/
http://musakoyoga.com/blog_190305/
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図９．「林業研究 発祥の地」という石碑 

 

 本園の中に、「林業研究 発祥の地」という石碑があった（図８の①地点）。そ

の写真を図９に示す。ウィキペディアによれば、本園の歴史は次の通りである。 

①西ケ原（現・東京都北区）にあった農商務省林野整理局樹木試験所（1878 年設立）か

ら、目黒川支流の羅漢寺川谷戸南側の北斜面の現在の地に植樹を移し、1900 年 6 月に「目

黒試験苗圃」を設置した。当時の広さは約 45,000 坪であった。 

②1905 年に林野庁「林業試験所」、1910 年に「林業試験場」と名称を変えた。また、この

試験場の周辺に明治から大正にかけて多くの研究所が置かれた。戦後にかけても、北里研

究所目黒支所、津村研究所、石炭綜合研究所、国立予防衛生研究所など、18 の研究所が置

かれていたことが見える。 

③試験場は 1978 年に筑波研究学園都市に移転（現・国立研究開発法人森林研究・整備機

構）し、跡地は東京都に払い下げられて公園として整備、1989 年 6 月 1 日に「都立林試の

森公園」として開園した。開園面積は 12ha（約 36,000 坪）である。 

 上記の石碑の近くに、河津桜が沢山植えられていて、丁度満開であった。その写

真を次ページの図 10に示す。 

 

 

参考資料 

１）のサイト：https://douzou.guidebook.jp/ 

２）のサイト：http://masaniwa.web.fc2.com/Ranpo.pdf 

https://douzou.guidebook.jp/
http://masaniwa.web.fc2.com/Ranpo.pdf
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３）のサイト： 

http://yshisotricalplace.web.fc2.com/historical_place/park_of_heihachiro_to

go/index.html 

４）のサイト：https://chiyoda.main.jp/seisiga/kobetsu/kudansyo.html 

５）のサイト：九段小学校新校舎見学会 | 東庵ブログ (touan.jp) 

６）のサイト：http://www.kudansho-dosokai.net/homeOTAYORI/index.html 

7）のサイト：http://musakoyoga.com/blog_190305/ 

 

 

 

図 10．満開の河津桜 

 

http://yshisotricalplace.web.fc2.com/historical_place/park_of_heihachiro_togo/index.html
http://yshisotricalplace.web.fc2.com/historical_place/park_of_heihachiro_togo/index.html
https://chiyoda.main.jp/seisiga/kobetsu/kudansyo.html
http://www.touan.jp/blog/%E4%B9%9D%E6%AE%B5%E5%B0%8F%E5%AD%A6%E6%A0%A1%E6%96%B0%E6%A0%A1%E8%88%8E%E8%A6%8B%E5%AD%A6%E4%BC%9A/
http://www.kudansho-dosokai.net/homeOTAYORI/index.html
http://musakoyoga.com/blog_190305/

